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どの
よ

うに
「不

⼗
分

な
健

康
状

態
」を

 
定

量
化

す
る

か
？

• 質
調

整
⽣

存
年

 
Q

ua
lit

y-
ad

ju
st

ed
 L

ife
 Y

ea
rs

（
Q

AL
Yク

オ
ー

リー
）

• 
効

⽤
値

は
、患

者
に

お
い

て
も

時
点

で
異

な
る

• 
患

者
内

で
、異

な
る

健
康

状
態

の
各

時
点

の
影

響
を

考
慮

• 
効

⽤
値

とそ
の

効
⽤

値
で

あ
った

期
間

か
らQ

AL
Yを

計
算

．
• 
（
例
）

罹
病

中
の

効
⽤

値
 

=
0.

6
 

とす
る

と，
この

状
態

の
1

 
年

間
は

完
全

な
健

康
状

態
で

す
ご

す
0.

6年
間

と等
価

とみ
な

す

効
⽤
値
測
定
尺
度
の
開
発
，
な
ら
び
に
そ
の
使
⽤
に
は

疫
学
的
⼿
法
の
活
⽤
が
必
須



18

Q
AL

Yを
⽤

い
る

利
点

• 各
患

者
に

お
け

る
健

康
状

態
を

⽐
較

可
能

に
• 

各
患

者
の

疾
病

の
罹

患
状

況
• 

患
者

内
で

の
健

康
状

態
の

変
化

 
が

反
映

され
た

値
を

推
定

（
例
）
下
の
患
者
の
Q
AL
Y=

 
U
1

 

T 1
 

+
U
2

 

T 2
 

+
U
3

 

T 3
 

+
U
4

 

T 4

こ
の

期
間

の
効

用
値

＝
U

1

こ
の

期
間

の
効

用
値

＝
U

2

こ
の

期
間

の
効

用
値

＝
U

3

こ
の

期
間

の
効

用
値

＝
U

4

T
1
 年

T
2
 年

T
3
 年

T
4
 年

実
際
の
期
間
内
の
質
で
調
整
し
た
⽣
存
年
（

Q
A

LY
）
を
算
出
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
実
際
の
⽣
存
期
間
が
同
じ
で
も
、
そ
の
健
康
状
態
で
調
整
さ
れ
た
⽣
存
年
同
⼠
を

⽐
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
とめ

健
康
寿
命
の
延
伸
を
⽬
指
し，

「要
介
護
状
態
」を
招
き
うる
疾
病

を
減
ら
す
に
は
、疫

学
的
な
知
⾒
の
活
⽤
が
重
要
。

とり
わ
け

1.
各

疾
病

の
リス

ク因
⼦

の
定

量
的

検
証

，
効

率
的

な
予

防
介

⼊
の

実
施

2.
既

存
の

治
療

法
で

の
，

ev
id

en
ce

-p
ra

ct
ic

e 
ga

pの
同

定
・解

消
3.

全
て

の
前

提
とし

て
，

健
康

状
態

の
正

確
な

把
握

の
実
施
に
は
、疫
学
的
⽅
法
論
が
必
須
で
あ
る
と⾔

え
る
。

結
論
：

●
健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
の
た
め
に
社
会
健
康
医
学
（
特
に
疫
学
）
的
⽅
法
論
が
必
須

●
そ
の
た
め
に
は
、
静
岡
県
に
も
研
究
と
⼈
材
育
成
を
⾏
う
社
会
健
康
医
学
の
拠
点
が
必
要


